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南み
な
み
赤あ
か
坂さ
か
遺
跡　

西
蒲
区
竹
野
町

　

遺
跡
は
、
角
田
山
東と

う

麓ろ
く

の
台
地
の
中
央
に
位
置
す
る
（
図
九
九
）。
南
向

き
の
緩
斜
面
（
標
高
九
〜
一
六
メ
ー
ト
ル
）
と
、
尾
根
上
（
同
一
三
〜
一
七

メ
ー
ト
ル
）
に
営
ま
れ
、
範
囲
は
東
西
・
南
北
と
も
に
七
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

で
あ
る
。
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
、
カ
キ
畑
の
造
成
に
伴
い
、
巻
町
教
育

委
員
会
が
遺
跡
東
部
の
一
一
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
調
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
縄
文
時
代
前
期
〜
中
期
と
、
古
墳
時
代
前
期
（
四
世
紀
）
の
集
落
跡

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
古
墳
時
代
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

台
地
の
緩
斜
面
か
ら
は
二
棟
の
竪た

て

穴あ
な

住
居
跡
が
見
つ
か
っ
た
が
、
出
土
し

た
土
器
の
特
徴
か
ら
、
同
時
に
建
て
ら
れ
て
い
た
住
ま
い
で
は
な
く
、
微
妙

な
時
間
差
が
あ
る
。
緩
斜
面
の
西
半
分
は
、
す
で
に
カ
キ
畑
に
造
成
さ
れ
て

い
る
た
め
、
集
落
の
全
体
の
構
造
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
調
査
地
と
同

じ
よ
う
な
利
用
状
況
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
同
時
に
建
て
ら
れ
て
い
た
住
ま
い

は
一
〜
二
棟
程
度
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

尾
根
の
先
端
で
は
、
平へ

い

坦た
ん

面
が
上
下
二
段
に
作
ら
れ
た
「
テ
ラ
ス
遺
構
」

が
見
つ
か
っ
た
。
二
つ
の
テ
ラ
ス
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
建
物
が
一
棟
建
て
ら
れ
、

図94　遺跡の位置　
５万分１地形図「弥彦」図95　尾根上のテラス遺構
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下
段
テ
ラ
ス
か
ら
は
、
火
を
焚た

い
た
跡
が
二
か
所
見
つ
か
っ
た
。
二
つ
の
テ
ラ
ス
と
も
眺
望
は
よ
い
が
、
風
当

た
り
の
強
い
所
で
あ
る
。
こ
の
テ
ラ
ス
が
何
に
使
わ
れ
た
の
か
は
、
ま
だ
類
例
が
な
く
不
明
で
あ
る
。

　

特
筆
さ
れ
る
の
は
、
北
海
道
に
特
徴
的
な
続
縄
文
土
器
と
、
続
縄
文
土
器
と
土は

師じ

器き

の
特
徴
を
併
せ
持
っ
た

折
衷
土
器
で
あ
る
。
続
縄
文
土
器
は
三
〇
個
体
前
後
、
折
衷
土
器
は

六
個
体
ほ
ど
出
土
し
た
。
そ
の
大
多
数
は
テ
ラ
ス
遺
構
周
辺
と
竪
穴

住
居
内
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
、
特
異
な
形
態
の
打
製
石
器
が
、

同
じ
よ
う
な
場
所
で
四
〇
点
ほ
ど
見
つ
か
っ
た
。
石
材
は
主
と
し
て

流
紋
岩
で
あ
り
、
打
製
石
器
を
伝
統
的
に
使
っ
て
い
た
北
方
文
化
の

系
譜
を
引
く
石
器
と
考
え
ら
れ
る
。

　

南
赤
坂
遺
跡
は
、
北
方
民
と
の
直
接
的

な
接
触
を
示
す
、
現
時
点
で
最
も
南
に
位

置
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
の
東
約
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
は
、
同
時
期
の
菖あ

や

蒲め

塚づ
か

古

墳
が
あ
る
。
異
な
る
文
化
を
持
つ
北
方
民

と
の
交
流
と
い
う
、
こ
の
地
の
首
長
が
果

た
し
た
重
要
な
役
割
が
う
か
が
え
る
。

図96　復元された続縄文土器と折衷土器（右端）　新潟市
指定文化財　右端の口径22.7センチメートル

図97　打製石器　スクレイパー
（削器）　長さ9.6センチメートル


